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一般質問

住民同士の助け合う仕組みの現状と支援は？

増え続け
る高齢者

人口に対
して、

介護に関
わる今後

の方向性
について

介護保険制度の枠組みを超えた支援体制充実に努めます。
答

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
の

入
所
待
ち
３
０
９
人
の
実

態
と
福
祉
施
設
全
体
の
数

が
適
正
か
を
問
う
。

問　
健
康
福
祉
部
長

答

　

３
０
９
人
の
う
ち
市
民
が

２
１
４
人
で
、
こ
の
う
ち
他
の

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
な
い

１
６
１
人
が
入
所
の
必
要
性
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
入
所

待
機
者
は
、
制
度
変
更
に
よ
り

一
旦
減
少
し
た
も
の
の
増
加
傾

向
に
あ
り
、
施
設
整
備
の
検
討

が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
施
設
整
備
は
、
高

齢
者
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料

や
市
の
財
政
負
担
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。
次
期
の
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
重
要
な
検
討
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
Ａ
と
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
の
役
割
分
担
、
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
問
う
。

　

地
域
住
民
同
士
が
助
け

合
う
仕
組
み
の
現
状
と
運

営
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
問
う
。

問　
問　

健
康
福
祉
部
長

答

　

今
年
度
か
ら
、
住
民
同
士
の

支
え
合
い
に
よ
る
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｂ
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
専
門
職
で
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
提
供
可
能
で
あ
る
簡

易
な
家
事
支
援
で
す
。
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ａ
は
継
続
し
て
い
き

ま
す
が
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
に
よ
り
地

域
の
担
い
手
を
増
や
し
、
介

護
職
等
専
門
職
の
方
が
本
来
の

身
体
介
護
等
の
必
要
な
支
援
に

専
念
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
を
今
年
度
は
試
行
的
に
実
施

し
、
住
民
団
体
が
今
後
も
取
り

組
み
や
す
い
提
供
体
制
に
な
る

よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

現
在
、
朽
木
地
域
の
住
民
組

織
に
よ
る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
、
担
い
手
で
あ
る
高

齢
者
の
生
き
が
い
や
介
護
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
「
生
活
支

援
体
制
整
備
協
議
体
会
議
」
を

設
置
し
、
市
全
体
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
整
備
状

況
や
、
各
地
域
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
や
す
い
手
法
や
課
題

解
決
策
に
つ
い
て
共
に
考
え
、

話
し
合
い
、
介
護
保
険
制
度
の

枠
組
み
を
超
え
た
支
援
体
制
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
高
島
市
が
保
有
す
る
遊
休
財

産
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

磯部　亜希 議員

介護保険のパンフレット


